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　K-Ar法，FT法，ESR法などの年代測定法を用いて，断層岩に記録された活動イベントの年代を特定しようと

する試みがなされている（例えばMurakami & Tagami, 2004）．提案されている手法の中でも，ルミネッセン

ス年代測定法は数十年〜数十万年前までの適用年代範囲を持ち，活断層の年代測定に適している．しかしなが

ら，地震性断層すべりに伴ってルミネッセンス年代がリセットされるか否かについての実験学的検証は十分に

は行われていない．本研究では，石英ガウジに対して多様な物理条件下で剪断を加え，高速摩擦に伴ってルミ

ネッセンス信号の消失を確認したので，その物理条件とそこから推定される地震学的・地質学的条件を発表す

る． 

 

　出発物質は, 兵庫県淡路島北部に分布する都志川花崗岩より分離・抽出した粒径150 μm以下の石英粒子

に，400 Gyのガンマ線を照射したものである．実験は回転剪断式摩擦試験機を用いて，垂直応力1〜5 Ma，す

べり距離2〜10 m，すべり速度200 μm〜1.3 m/sの条件で暗室環境の下実験を行った．また，実験後の回収

試料は75〜150 μm（以下粗粒）と<75 μm（以下細粒）にわけて光刺激ルミネッセンス（OSL）測定を

行った. 

　測定の結果, 垂直応力1 MPaで行った実験では，すべり速度0.25 m/sからOSL信号（Lx/Tx）が減少し始め,

0.65 m/s以上では完全に消失していた. また，含水条件下で1.3 m/sで剪断させた実験からも信号消失が認めら

れた．0.25 m/s および0.40 m/sでは，信号が完全に消失した粒子と依然信号を維持する粒子があり，部分消

失（partial resetting）の特徴を示す．高速摩擦に伴う温度上昇のパラメータとして提唱されたPower density,

τeV (DiToro et al., 2011)と実測および計算した断層内温度，およびLx/Txには良い相関があり，Power

densityの上昇とともに温度は指数関数的に上昇，Lx/Txは指数関数的に減少する．部分消失と完全消失（ゼロ

イング）に必要なPower densityはそれぞれ0.24 MW/m2および1 MW/m2であり，マグニチュード7前半の地

震を想定した場合，地下35 mおよび141 mに相当する静岩圧下で年代値の部分リセットと完全リセットが起こ

ることになる．
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